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12月
定例会

（文責本人） （文責本人）市 政 を 問 う 市 政 を 問 う

瀧本�孝一�議員
（遠野令和会）
一問一答方式

問�

　
来
年
４
月
か
ら
９
月
に

か
け
て
、
東
北
６
県
を
行

き
先
・
目
的
地
に
し
た
東

北
Ｄ
Ｃ
が
開
催
さ
れ
る

が
、
そ
の
認
識
や
震
災
10

年
目
で
の
意
義
を
伺
う
。

答
（
市
長
）�

　

復
興
に
向
け
て
歩
む
東

北
の
姿
を
見
て
も
ら
う
こ

と
、
東
北
の
観
光
ブ
ラ
ン

ド
化
の
推
進
と
誘
客
促

進
、
地
域
活
性
化
が
位
置

づ
け
ら
れ
、
落
ち
込
ん
だ

観
光
産
業
の
回
復
に
向
け

て
極
め
て
重
要
な
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
認
識
す
る
。

問�

　
東
北
Ｄ
Ｃ
へ
の
準
備
状

況
や
、
更
な
る
観
光
施
策

の
充
実
に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
市
長
）�

　

観
光
推
進
協
議
会
と
と

も
に
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
や
県

な
ど
と
連
携
し
観
光
資
源

の
発
掘
や
発
信
、
新
し
い

観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
創
出
な

ど
を
行
っ
て
き
た
。

　

様
々
な
観
光
資
源
に
磨

き
を
か
け
、
地
域
の
魅
力

を
増
す
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。

問�

　
来
年
10
月
が
任
期
満
了

だ
が
、
こ
の
３
年
間
の
公

約
の
実
行
度
・
達
成
度
、

評
価
に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
市
長
）�

　
「
直
ち
に
取
り
組
む
緊

急
優
先
５
課
題
」
と
「
現

在
進
行
形
の
５
事
業
の
計

画
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

２
つ
を
柱
に
、
10
の
公
約

を
示
し
て
取
り
組
み
な
が

ら
着
実
に
各
種
事
業
を
実

施
し
て
き
た
。

問�

　
残
り
１
年
弱
の
任
期
で

の
ま
ち
づ
く
り
や
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
市
長
）�

　

中
心
市
街
地
活
性
化
な

ど
道
半
ば
と
い
う
状
況
も

あ
る
。

　

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
タ
イ

ミ
ン
グ
を
失
し
な
い
よ

う
、
残
り
の
任
期
を
座
右

の
銘
の「
全
力
投
球
」・「
誠

心
誠
意
」
で
市
政
課
題
に

向
き
合
っ
て
い
き
た
い
。

問�

　
第
２
次
総
合
計
画
・
後

期
計
画
策
定
へ
の
思
い
や

決
断
を
伺
う
。

答
（
市
長
）�

　

６
つ
の
策
定
方
針
を
掲

げ
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
や
総
合
計
画
審
議
会
な

ど
各
方
面
の
意
見
を
可
能

な
限
り
反
映
さ
せ
た
。

　

高
度
情
報
化
の
進
展
、

異
常
気
象
に
よ
る
災
害
の

頻
発
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
に
象
徴
さ
れ
る
新
た
な

脅
威
の
直
面
で
、
今
後
５

年
間
で
ど
の
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
か
、
先
行
き
の
見

通
し
が
非
常
に
難
し
か
っ

た
。

市
長	

10
の
公
約
を
示
し

	

着
実
に
実
施
し
て
き
た

市
長	

極
め
て
重
要
な

	

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る

菊池�巳喜男�議員
（遠野令和会）

任
期
５
期
目
の
３
年
間
と
︑

　

残
り
１
年
の
市
政
は

東
北
Ｄ
Ｃ︵
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
︶の

認
識
や
観
光
施
策
は

一問一答方式

平成 28 年度から令和７年度までの遠野市総合計画の流れ
（基本構想 10 年、前期・後期各５年）毎年度見直し

その他の質問
⃝ 日 本、RCEP 協 定 に 署 名、

どうなる遠野の産業を取り
巻く環境はについて

問�

　
地
籍
調
査
の
現
況
と
今

後
の
計
画
、
そ
し
て
完
了

の
見
込
み
は
。

答
（
市
長
）�

　

小
友
町
と
宮
守
町
が
完

了
し
、
進
捗
率
は
87
・
4

％
で
あ
り
、
令
和
７
年
度

ま
で
に
90
％
ま
で
進
め
て

行
き
た
い
。
岩
手
県
に
お

い
て
は
、
21
市
町
村
が
完

了
し
、
県
全
体
で
は
86
％

の
進
捗
率
で
あ
る
。

問�

　
地
籍
調
査
に
よ
り
山
林

や
原
野
の
環
境
問
題
の
解

決
に
至
る
と
こ
ろ
も
大
き

い
の
で
は
な
い
か
。
遠
野

市
で
は
、
山
林
や
原
野
の

開
発
行
為
の
適
正
化
が
条

例
化
さ
れ
て
い
る
が
、
条

例
を
迅
速
に
実
施
す
る
た

め
に
も
地
籍
調
査
を
迅
速

に
進
め
る
こ
と
も
肝
要
と

考
え
る
が
。

答
（
市
長
）�

　

地
籍
調
査
事
業
は
、
土

地
の
取
引
の
円
滑
化
、
土

地
資
産
の
保
全
、
災
害
復

旧
の
迅
速
化
、
適
切
な
森

林
管
理
等
国
土
の
活
用
と

保
全
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
地
権
者
の
高

齢
化
や
市
外
へ
の
転
出
、

土
地
の
形
状
変
化
等
に
よ

り
土
地
の
境
界
の
確
認
に

必
要
な
人
証
や
物
証
が
失

わ
れ
つ
つ
あ
り
、
地
籍
調

査
の
促
進
に
今
後
も
、
国

か
ら
の
財
政
面
で
の
支
援

を
強
く
要
望
し
な
が
ら
事

業
の
早
期
完
了
を
目
指
し

て
い
く
。

市
長	

国
か
ら
の
財
政
面
の
支
援
を
強
く
要
望
し

	

早
期
完
了
を
目
指
す

地
籍
調
査
の
早
期
完
了
を

　

目
指
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か

野生きのこ等の
　出荷規制解除の取り組みは

よ
り
野
生
き
の
こ
全
種
類

が
出
荷
制
限
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、山
菜
で
は「
コ

シ
ア
ブ
ラ
」
の
み
が
出
荷

で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

従
っ
て
、
山
菜
は
そ
れ
以

外
、
産
直
等
に
お
け
る
販

売
が
可
能
で
あ
る
。

問�

　
今
後
、
出
荷
規
制
解
除

に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
実
行
し
て
い
る

か
。答

（
市
長
）�

　

出
荷
解
除
に
向
け
引
き

続
き
検
査
等
を
実
施
し
て

い
く
。
ま
た
、
出
荷
基
準

の
緩
和
に
向
け
声
を
出
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。

問�

　
現
在
、
出
荷
規
制
が
か

か
っ
て
い
る
野
生
き
の
こ

や
山
菜
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答
（
市
長
）�

　

市
内
で
は
「
ヌ
メ
リ
イ

グ
チ
」
と
い
う
野
生
き
の

こ
が
放
射
性
物
質
の
基
準

値
を
超
え
て
い
る
こ
と
に

市長 	出荷基準の見直しや緩和に
	 声を出していく必要がある

地元産マツタケを待ち望む産直ともちゃん
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